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して翌 5 月には「小学簡易科要領」が公布され、学科や課程の要綱が示された。 
⼀ 修業年限	 三箇年以内タルヘシ	











クである。例えば教授学科をみると、尋常小学科が「読書 作文 習字 算術	 修身	 体育」




                                                        
1 佐藤秀夫「学校編成の状況」国立教育研究所編集・発行『日本近代教育百年史』第 4 巻大 4 編第 1 章第
2 節の 1、1974 年、p.102 
明治中期における子どもの「貧困」と教育 



































                                                        
2 たとえば、佐藤秀夫「明治期における小学校観の成立」、野間教育研究所紀要第 27 集『学校観の史的研
究』第一章、1972 年など。 
3 田中勝文「明治中期の貧民学校 : 小学簡易科制度の実態分析」教育史学会『日本の教育史学』第 8 号, 
1965 年 
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13 佐藤秀夫「学校編成の状況」国立教育研究所編集・発行『日本近代教育百年史』第 4 巻大 4 編第 1 章第







































                                                        




19 土方苑子『東京の近代小学校―「国民」教育制度の成立過程―』、東京大学出版会、2002 年、P.9 
20 同上、p.99-100 
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21 以下のような個別事例研究がある。 
	 生馬 寛信「近代日本における児童就学の研究(III) : 山口県下における小学簡易科の実態」佐賀大学『研
究論文集』第 31 巻(2)(1)、1984 年 
	 神津善三郎『蔑まれた簡易小学校―貧人小学の行方―』銀河書房、1993 年 
	 軽部 勝一郎「岩手県における小学簡易科の研究--民衆の教育要求との関わりから」『地方教育史研究』 
第 23 巻、2002 年 
	 戸田 金一「秋田県 2 慈善学校狭間期における貧民子弟の就学--主として地方再編制と小学簡易科につい
て」『聖園学園短期大学研究紀要』第 35 巻、2005 年 
	 軽部 勝一郎「小学校令期の小学簡易科に関する一考察 -三重県の事例に焦点を当てて-」『熊本学園大学
論集「総合科学」』第 13 巻 2 号、2007 年 
	 坂本 紀子「「小学校規則及小学簡易科教則」下の北海道における小学校の実態 : 石狩郡親舟町外 9 町 3
村の小学校を中心に」『日本の教育史学』第 54 巻、2011 年 
	 鎌田 佳子「奈良県における小学簡易科の実態と分析 : 『明治二十年 小学校簡易科教場設置伺 学務
課』を中心に」『立命館文學』第 637 号, 2014 年 
22 軽部、前掲「岩手県における小学簡易科の研究--民衆の教育要求との関わりから」p.30 
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トス」（「小學簡易科教則」県令第 29 号（明治 19 年 12 月 4 日）第一条）として、授業は 1
日 3 時間（同三条）、修業年限 3 年（同二条）と定めた。愛媛県は、地域によっては簡易科
明治中期における子どもの「貧困」と教育 
 - 38 - 
の生徒数が多かったとみえ、「生徒ヲ分チ午前午後二教授スルコトヲ得」との但し書きもつ
いている（同三条）23。これを、「一日凡五時間」で 4 年制の尋常科と週に換算して比較する
と、尋常科 25.3 時間（第一、二学年）～28.3 時間に対し簡易科 18 時間であり、週に 10 時
間程の差がある。 
また、指定された教科用図書を比較したのが以下の表である24。 




























                                                        
23 愛媛教育協会編『愛媛県現行学務規則類集. 上』、向陽社、1888 年、p.57 
24 同上、p.５８-5９、および p.61-62 の「小学校教科用図書配当表」より作成。 
25 同上、p.58。尋常小学科第一学年の修身の教科用図書は、木戸麟編『小学修身口授書一』と佐澤太郎編
輯『修身口授書』の 2 点が指定されている。 
26 国会図書館には、小学簡易科のための教科書が、読書用７冊、作文用 2 冊、習字用 1 冊、算術のうち珠
算用 12 冊、珠算以外用 8 冊の合計 30 冊が保管されている。 
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27 中条澄清『小学簡易科算術書 上』、修静館、1887 年、p.2 
28 中条澄清『小学簡易科算術書 下』、修静館、1887 年、p.１ 
29 高城与五郎編『簡易科読本. 第 3』、博文堂、1888 年 
30 岩崎申吉編、里村勝次郎閲『作文書：尋常小学科小学簡易科	 巻之四』、中田書店、1890 年、p.8 
31 中根淑、内田嘉一著『小学簡易科読本 巻 5』、金港堂、1888 年 
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教員資格については、小学校令では触れられず、「諸学校通則」（勅令第 16 号、明治 19 年







                                                        
32 岩崎申吉編、里村勝次郎閲『作文書：尋常小学科小学簡易科	 巻之三』、中田書店、1890 
33 上記、岩崎申吉編、里村勝次郎閲『作文書：尋常小学科小学簡易科	 巻之四』、p.17 
34 たとえば、国会図書館には以下のような問題集が所蔵されている。 
	 『埼玉県教員授業生検定試験問題集』、谷口覚太郎編 (有成堂, 1889) 
	 『小学教員学力検定試験問題集』、神谷春治編 (明治閣, 1889) （本書は静岡県の検定試験を掲載してい
る。） 
	 『愛媛県小学教員学力検定試験問題集』、向井蔵次郎著 (向井書房, 1889)   
	 『広島県小学校教員・小学校教員仮免許・小学簡易科教員・小学校授業生学力検定試験問題集』、木村
亀太郎編 (松村書房, 1889) 
	 『群馬県小学校教員検定試験問題集』、村山万樹平 編 (報告堂, 1890) 
	 『小学教員授業生検定試験問題集』谷口覚太郎編 (谷口覚太郎, 1890) （本書は愛知県の検定試験を掲載
している。） 
駿河台大学教職論集	 第１号（2015）	




群馬県の免許規則では、簡易科教員の資格は、男子が 18 歳、女子が 16 歳以上と規定され
ている。これは、尋常科教員資格と同じである。また、第五条では検定試験の科目が定めら
れ、「修身、讀書、作文、習字、算術、教授法、體操」の科目名と使用文献や出題項目が載























                                                        





















国民の 3 分の 2 を占める「貧者」は、現代の私たちが「貧民」「貧者」と耳にした時に即座
に思い浮かべる、下層の極めて貧しいイメージとはずれるのかもしれない。このあたりは、
経済状況や階層と生活実態、言葉の意味内容の変遷など別の角度からの調査が必要であり、
今後の課題としたい。 
これまで尋常科と簡易科の相違は明確になっておらず、授業料や教員給与などからの推
測にとどまっていたが、今回試みたような、授業や教材といった教育内容の側面から確定す
る方法も有効であったと考える。史料数が限られるため限定的な結論ではあるが、簡易科の
教育課程は尋常科とそれほど遜色なく、児童の生活環境も貧しいとか下層などとは到底い
えそうにないものだった。そうであれば、教育内容に即して、この時期の教育課程の重層化
の意味を改めて明らかにする必要があり、それがなければ、その後に国民教育が画一化して
いくことの意味もまた明らかにならないのではないだろうか。 
